
The Sasebo Chamber of Commerce and Industry



2025（令和7）年度 第4四半期（2026年1～3月）
原材料費やエネルギー価格の高止まりが続く中、中東情勢の緊迫
化に伴う供給網の混乱やコスト増への懸念が全業種の経営に影を
落としている。全業種合計のDI値では、市内景況感がわずかに
改善したものの、業界景況感および売上・採算動向は悪化した。

（各業種別の前回調査との比較及び概況）
＜建設業＞市内・業界景況感は悪化したものの、売上・採算動向は
改善。公共工事の発注減少が響き、受注環境の厳しさを訴える声が
根強い。また、慢性的な人手不足に加え、中東情勢の影響による電
線や鋼材などの資材入荷遅延や価格高騰が、今後の工事進捗におけ
る大きな懸念材料となっている。

＜製造業＞市内景況感、売上・採算動向は改善したものの、業界景
況感は悪化。一部で新商品や新規顧客の獲得による好転が見られる
が、産業機器等の受注低迷や原材料費の高騰が依然として収益を圧
迫している。特に溶剤（シンナー等）の品不足や、石油系原材料の
調達難が生産活動への不安要素として顕在化している。

＜卸・小売業＞全指標において前回より大幅に悪化。物価高による
消費者の「買い控え」や「節約志向」が顕著であり、売上減少に直
結している。仕入価格の上昇分を販売価格へ十分に転嫁できていな
い事業所が多く、人件費の上昇も相まって採算が著しく悪化してい
る。地元百貨店の閉店に伴う人流変化を指摘する声も上がっている。

＜サービス業＞全指標において前回より改善。宿泊・飲食業では客
足の回復や単価引き上げにより持ち直しの動きが見られるが、深刻
な人手不足に伴う人件費の上昇が利益を阻害している。また、燃料
費の高騰が運送・バス業の経営を直撃しており、外部環境の変化が
収益に与える影響を注視する状況が続いている。
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2025
(令和7)年度

2024
(令和6)
年度

4Q
(1-3月)

3Q
(10-12月)

2Q
(7-9月)

1Q
(4-6月)

4Q
(1-3月)

-37.7-38.3-42.8-47.4-45.6佐世保の
景況感

-39.9-37.4-34.4-38.4-35.7市内業界の
景況感

-14.2-11.9-11.6-14.2-10.1昨年同期比の
売上動向

-18.4-18.1-19.9-20.9-20.9昨年同期比の
採算動向



2025
(令和7)年度

2024
(令和6)
年度

4Q
(1-3月)

3Q
(10-12月)

2Q
(7-9月)

1Q
(4-6月)

4Q
(1-3月)

-37.0-34.4-36.5-39.0-35.3建設業

-32.8-38.5-37.5-35.8-34.0製造業

-48.7-45.1-61.3-60.6-63.3卸・小売業

-33.6-37.1-39.5-51.7-44.6サービス業

2025
(令和7)年度

2024
(令和6)
年度

4Q
(1-3月)

3Q
(10-12月)

2Q
(7-9月)

1Q
(4-6月)

4Q
(1-3月)

-33.0-32.2-21.6-22.8-24.6建設業

-41.4-38.5-41.4-35.2-32.0製造業

-50.0-39.4-51.6-53.5-48.1卸・小売業

-38.5-39.5-30.3-44.2-35.3サービス業
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2025
(令和7)年度

2024
(令和6)
年度

4Q
(1-3月)

3Q
(10-12月)

2Q
(7-9月)

1Q
(4-6月)

4Q
(1-3月)

-12.0-12.2-2.72.00.0建設業

-13.8-15.4-12.5-27.8-20.4製造業

-26.9-12.7-29.0-16.9-20.5卸・小売業

-8.2-9.7-7.6-20.0-3.9サービス業

2025
(令和7)年度

2024
(令和6)
年度

4Q
(1-3月)

3Q
(10-12月)

2Q
(7-9月)

1Q
(4-6月)

4Q
(1-3月)

-13.0-16.7-8.1-2.0-3.0建設業

-19.0-21.2-14.3-33.3-24.0製造業

-28.2-16.9-32.3-33.8-26.6卸・小売業

-16.4-18.5-23.5-23.5-27.0サービス業
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昨年同期と比較した売上の動向について

悪化、やや悪化増加、やや増加、変わらない

継続的な物価高騰に伴う消費者の生活防衛意識の高まりにより、買い控え
や客数減が顕著である（複数）
公共工事の発注減少に加え、材料費高騰に伴う工事の遅延・延期または中
止により受注が落ち込んでいる（建設業）
取引先からの受注量減少や産業機器・工作機械関連の不調により、仕事量
が停滞している（製造業）
地元百貨店の閉店や人口減、バス減便による人流の変化が客数の低下を招
き、売上減少に響いている（卸・小売業）
深刻な運転士不足によるバス・タクシーの減便、または競合他社の増加に
より顧客が減少している（サービス業）

コスト増に伴う価格改定や取引単価の上昇により、販売数量が横ばいでも
売上金額は維持・増加している（複数）
SNS等を用いた広報活動や地道な営業が奏功し、民間工事やリフォーム案
件の確保に繋がった（建設業）
新商品の投入や新規顧客の開拓、年度末のプラント工事など特急案件の受
注が売上を押し上げた（製造業）
仕入価格の上昇に合わせた適切な価格転嫁の実施や一品単価の値上げによ
り、増収を確保した（卸・小売業）
宿泊・飲食需要の回復や単価引き上げ、または金融利息収入の増加や新規
顧客の獲得が寄与した（サービス業）

昨年同期と比較した採算動向について

悪化、やや悪化好転、やや好転、変わらない

原材料費、燃料費、光熱費の高騰分を販売価格へ十分に転嫁できず、収益
が大きく圧迫されている（複数）
資材価格の高騰に加え、深刻な人手不足に伴う人件費の上昇や外注コスト
の増大が利益を阻害している（建設業）
受注不振に伴う仕事量不足や、工場内の光熱費・仕入材料コストの上昇が
悪化要因となっている（製造業）
仕入原価の急激な上昇や、最低賃金の上昇に伴う人件費・社会保険料等の
負担増が収益を大きく蝕んでいる（卸・小売業）
燃料費や食材費の上昇、または募集コストを含む人件費の高騰分を転嫁し
きれない状況にある（サービス業）

適切な価格転嫁の実施や、管理体制の強化・コスト抑制の徹底により、収
益性が向上した（複数）
技術向上による工期短縮や、高採算な公共工事・民間大型物件の受注が採
算改善に繋がった（建設業）
生産性の向上に加え、受注船価の上昇や特急価格での受注が利益を押し上
げた（製造業）
徹底した粗利率のチェックと、仕入価格の上昇に合わせた迅速な価格転嫁
が功を奏した（卸・小売業）
単価の引き上げや稼働率の向上、または新たな収入源（労働者派遣事業
等）の確保により収益を確保した（サービス業）

経営上の課題

従業員の人手不足および人材の確保・定着の困難さ（全業種、複数）
原材料・資材・エネルギー価格の継続的な高騰と高止まり（建設業／製造業／サービス業、複数）
経営者・従業員の高齢化と、それに伴う事業承継・後継者不在の問題（全業種、複数）
物価高に伴う消費者の買い控えおよび購買意欲の低下（卸・小売業／サービス業、複数）
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全体 ＤＩ値 ▲ 37.7 全体 ＤＩ値 ▲ 39.9 全体 ＤＩ値 ▲ 14.2 全体 ＤＩ値 ▲ 18.4
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 1 0.28% 0.3 1.増加 15 4.19% 4.2 1.好転 11 3.07% 3.1
2.良い 12 3.35% 3.4 2.良い 13 3.63% 3.6 2.やや増加 70 19.55% 19.6 2.やや好転 53 14.80% 14.8
3.普通 199 55.59% 55.6 3.普通 187 52.23% 52.2 3.変わらない 137 38.27% 38.3 3.変わらない 164 45.81% 45.8
4.悪い 131 36.59% 36.6 4.悪い 136 37.99% 38.0 4.やや減少 93 25.98% 26.0 4.やや悪化 87 24.30% 24.3
5.大変悪い 16 4.47% 4.5 5.大変悪い 21 5.87% 5.9 5.減少 43 12.01% 12.0 5.悪化 43 12.01% 12.0
建設業 ＤＩ値 ▲ 37.0 建設業 ＤＩ値 ▲ 33.0 建設業 ＤＩ値 ▲ 12.0 建設業 ＤＩ値 ▲ 13.0

1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 5 5.00% 5.0 1.好転 3 3.00% 3.0
2.良い 2 2.00% 2.0 2.良い 6 6.00% 6.0 2.やや増加 18 18.00% 18.0 2.やや好転 13 13.00% 13.0
3.普通 59 59.00% 59.0 3.普通 55 55.00% 55.0 3.変わらない 42 42.00% 42.0 3.変わらない 55 55.00% 55.0
4.悪い 37 37.00% 37.0 4.悪い 35 35.00% 35.0 4.やや減少 23 23.00% 23.0 4.やや悪化 18 18.00% 18.0
5.大変悪い 2 2.00% 2.0 5.大変悪い 4 4.00% 4.0 5.減少 12 12.00% 12.0 5.悪化 11 11.00% 11.0
製造業 ＤＩ値 ▲ 32.8 製造業 ＤＩ値 ▲ 41.4 製造業 ＤＩ値 ▲ 13.8 製造業 ＤＩ値 ▲ 19.0

1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 6 10.34% 10.3 1.好転 3 5.17% 5.2
2.良い 4 6.90% 6.9 2.良い 4 6.90% 6.9 2.やや増加 9 15.52% 15.5 2.やや好転 8 13.79% 13.8
3.普通 31 53.45% 53.4 3.普通 26 44.83% 44.8 3.変わらない 20 34.48% 34.5 3.変わらない 25 43.10% 43.1
4.悪い 21 36.21% 36.2 4.悪い 27 46.55% 46.6 4.やや減少 19 32.76% 32.8 4.やや悪化 19 32.76% 32.8
5.大変悪い 2 3.45% 3.4 5.大変悪い 1 1.72% 1.7 5.減少 4 6.90% 6.9 5.悪化 3 5.17% 5.2
卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 48.7 卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 50.0 卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 26.9 卸・小売業 ＤＩ値 ▲ 28.2
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.増加 1 1.28% 1.3 1.好転 1 1.28% 1.3
2.良い 2 2.56% 2.6 2.良い 2 2.56% 2.6 2.やや増加 15 19.23% 19.2 2.やや好転 12 15.38% 15.4
3.普通 36 46.15% 46.2 3.普通 35 44.87% 44.9 3.変わらない 25 32.05% 32.1 3.変わらない 30 38.46% 38.5
4.悪い 33 42.31% 42.3 4.悪い 34 43.59% 43.6 4.やや減少 22 28.21% 28.2 4.やや悪化 22 28.21% 28.2
5.大変悪い 7 8.97% 9.0 5.大変悪い 7 8.97% 9.0 5.減少 15 19.23% 19.2 5.悪化 13 16.67% 16.7
サービス業 ＤＩ値 ▲ 33.6 サービス業 ＤＩ値 ▲ 38.5 サービス業 ＤＩ値 ▲ 8.2 サービス業 ＤＩ値 ▲ 16.4
1.大変良い 0 0.00% 0.0 1.大変良い 1 0.82% 0.8 1.増加 3 2.46% 2.5 1.好転 4 3.28% 3.3
2.良い 4 3.28% 3.3 2.良い 1 0.82% 0.8 2.やや増加 28 22.95% 23.0 2.やや好転 20 16.39% 16.4
3.普通 73 59.84% 59.8 3.普通 71 58.20% 58.2 3.変わらない 50 40.98% 41.0 3.変わらない 54 44.26% 44.3
4.悪い 40 32.79% 32.8 4.悪い 40 32.79% 32.8 4.やや減少 29 23.77% 23.8 4.やや悪化 28 22.95% 23.0
5.大変悪い 5 4.10% 4.1 5.大変悪い 9 7.38% 7.4 5.減少 12 9.84% 9.8 5.悪化 16 13.11% 13.1

①佐世保の景況感について ②市内業界の景況感 ③昨年同期比の売上の動向は? ④昨年同期比の採算動向は?



東日本大震災
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消費税5％
1997(H9).4

リーマンショック
2008(H20).9

東日本大震災
2011(H23).3

新型コロナウイルス
感染拡大

2020(R2).2～

消費税8％
2014(H26).4

熊本地震
2016(H28).4

消費税10％
2019(R1).10
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回答の傾向頻出したワード業種

「資材・材料費の高騰」が圧倒的です。工事原価が上がる一方で、受注価格への反映が追いつかない
ことや、中東情勢による物流混乱がもたらす「資材の納期遅延」をリスクとして挙げる声が多いです。

資材、材料費、価格高騰、燃料建設業

コスト面だけでなく、原材料の「入手困難・欠品」といったサプライチェーンの断絶に対する警戒感
が他業種より強い傾向にあります。また、製造工程で大量に消費する燃料や電気代の負担増も深刻に
捉えられています。

材料、入手、不足、欠品、電気代製造業

自社努力ではコントロールしにくい「メーカーからの値上げ通知」への苦慮が目立ちます。仕入価格
の上昇を、いかに消費者に受け入れられる価格で転嫁できるかという点に焦点が集まっています。

商品、値上、メーカー、仕入価格卸・小売業

移動や店舗運営に直結するエネルギーコストへの言及が目立ちます。特に「ガソリン代の上昇による
旅行控え（宿泊業）」や「運航燃料の枯渇（海事関連）」など、事業継続に直結する不安が吐露され
ています。

ガソリン、燃料費、軽油、光熱費サービス業

今年2月に発生した米国とイランの軍事衝突を受け、ホルムズ海峡閉鎖をはじめとする中東情勢の悪化に対して「中東情勢の悪化に伴う影
響（今後の懸念含む）がありましたらご記入ください。」との設問に対して、自由記述にてサービス業66件、建設業58件、卸・小売業50件、
製造業42件の回答を得ました。各業種における回答の傾向についてまとめました。

頂いたコメントを基にワードクラウドを作成しました。コメント
には「高騰」「値上」「ガソリン」「資材」等が多く挙がりました。
製品名として「建材」「オイル」「シンナー」「塗料」「プラス

チック」「包装資材」「食材」「ワイン」「コーヒー」「牛乳」な
ど業種に関係なくあらゆる商品名が列挙されるなど、あらゆる事業
に深刻な影響を及ぼしていることが改めて浮き彫りとなりました。


